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写　真 ： ダイヤモンド筑波前挙式

編　集　 筑西市議会広報委員会 / 発　行　筑西市議会

朝日が昇るダイヤモンド筑波を背景に、 永遠の愛を誓い

ました。 とびきりの笑顔で写真に映るお 2 人の様子は微

笑ましいものでした。

　　　（撮影地：母子島遊水地　　撮影者：関口　武十郎 氏）

若い２人の未来に幸あれ！！



迎
春

新
年
の

　

ご
あ
い
さ
つ

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
迎
え
、
ま
す
ま
す

ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
、
令
和
７
年
第
２
回
筑
西
市
議
会
臨
時
会
に
お
き
ま

し
て
、
第
15
代
議
長
に
就
任
い
た
し
ま
し
た
田
中
で
ご
ざ
い
ま

す
。
身
に
余
る
光
栄
と
感
激
い
た
し
ま
す
と
と
も
に
、
責
任
の

重
さ
を
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。
議
長
と
し
て
、

公
正
か
つ
円
滑
な
議
会
運
営
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
て
、
本
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
４
月
に
本
市
初
と
な
る
義

務
教
育
学
校
「
明
野
五
葉
学
園
」
の
開
校
、
筑
西
市
誕
生
20
周

年
記
念
事
業
と
し
て
、
花
火
大
会
を
は
じ
め
と
し
た
様
々
な
企

画
の
展
開
、
11
月
に
は
道
の
駅
グ
ラ
ン
テ
ラ
ス
筑
西
の
来
場
者

６
０
０
万
人
達
成
な
ど
明
る
い
ニ
ュ
ー
ス
も
あ
り
ま
し
た
が
、

少
子
高
齢
化
対
策
や
人
口
減
少
に
伴
う
定
住
促
進
対
策
、
雇
用

創
出
に
向
け
た
企
業
誘
致
な
ど
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

市
議
会
に
お
き
ま
し
て
は
、
議
会
の
組
織
や
運
営
等
全
般
に

つ
い
て
見
直
し
を
行
い
、
将
来
の
議
会
の
あ
る
べ
き
姿
を
調
査

研
究
し
、
改
革
の
取
り
組
み
を
推
進
さ
せ
る
た
め
、「
議
員
定

数
の
在
り
方
に
関
す
る
調
査
特
別
委
員
会
」
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
今
後
も
市
民
の
皆
様
の
意
見
を
傾
聴
し
、
市
政
の
適
正
な

監
視
を
続
け
る
と
と
も
に
、
不
断
の
議
会
活
動
を
進
め
て
い
く

所
存
で
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
り
ま
し
て
、
幸
多
き
年
と
な

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
ご
祈
念
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

と
い
た
し
ま
す
。

※
小
島
信
一
議
員
は
11
月
25
日
、

稲
川
新
二
議
員
は
１
月
16
日
を

も
っ
て
市
議
会
議
員
を
辞
職
さ

れ
ま
し
た
。

←【議席順】

日 髙　久 江
押尾1062番地1

(64 歳）

吉 富　泰 宣
小川 1836 番地 7

(60 歳）

國府田　和弘
森添島722番地

(44歳)

塚 田　砂 与
下中山497番地

(50 歳）

鈴 木　一 樹
松原895番地1

(30 歳）

新 井 　暁
一本松137番地3

(36 歳）

稲
川
新
二
前
議
長
の
議
員
辞
職

に
伴
い
、
田
中
隆
徳
議
員
が
新

た
に
議
長
に
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

新
た
に
議
長
が

　
　
　
選
出
さ
れ
ま
し
た

三 澤　隆 一
玉戸1336番地317

(55 歳）

榎戸　甲子夫
茂田1411番地

（76 歳）

秋 山　恵 一
八田478番地

(74 歳）

堀 江　健 一
玉戸45番地

(81 歳）

赤 城　正 德
赤浜694番地

(82 歳）

中 座　敏 和
宮後 273 番地 1

(51 歳）

森　 正 雄
藤ケ谷 2089 番地

(70 歳）

藤 澤　和 成
甲708番地3

(56 歳）

保 坂　直 樹
新治 2003 番地 67

(42 歳）

水 柿　美 幸
海老ヶ島1116番地２

(61歳）

副　議　長

小倉　ひと美
乙151番地7 ミリュー

ベェラージュＫ (52歳)

議　長

大 嶋　 茂
玉戸96番地11

(75 歳）

増 渕　愼 治
丙153番地２

(75 歳）

仁 平　正 巳
海老ヶ島884番地１

(71 歳）

三 浦　 譲
門井1269番地８

(71 歳）

田 中　隆 徳
小栗 1907 番地

(56 歳）
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議決一覧表　　　　　

議 案 等

番 号
件　　　　　名 内　　　　　容 付託委員会 結　果

報 告

第 2 0 号

処分事件報告について（和解に関すること及

び損害賠償の額を定めることについて）

　中根地内で起きた車両自損事故に伴う和解　

　及び損害賠償について、専決処分したもの
— 報　告

議 案

第 9 7 号
市道路線の廃止について 　関城地区における１路線を廃止するもの 経済土木 原案可決

議 案

第 9 8 号
市道路線の認定について

　下館地区における１路線及び関城地区にお　

　ける１路線の計２路線を認定するもの
経済土木 原案可決

議 案

第 9 9 号

地方独立行政法人茨城県西部医療機構定款の

変更について

　茨城県西部メディカルセンターに健診セン　

　ターが整備されること等に伴い、定款を変　

　更するもの

福祉文教 原案可決

議 案

第 100 号

筑西市放課後児童健全育成事業の設備及び運

営に関する基準を定める条例の一部改正につ

いて

　放課後児童健全育成事業実施要綱の改正に　

　伴い、放課後児童支援員の要件を緩和する　

　ため、条例を改正するもの

福祉文教 原案可決

議 案

第 101 号

筑西市鷹ノ巣団地排水施設事業条例の廃止

について

　公共下水道への接続に伴い、不要となる鷹　

　ノ巣団地排水施設を廃止するため、条例を　

　廃止するもの

経済土木 原案可決

議 案

第 102 号

筑西市附属機関に関する条例の一部改正に

ついて

　市長の附属機関にアルテリオ在り方等検討　

　委員会、筑西市教育委員会の附属機関に義　

　務教育学校・協和地区準備委員会を加える　

　ため、条例を改正するもの

福祉文教 原案可決

議 案

第 104 号

令和６年度筑西市国民健康保険特別会計補正

予算（第２号）

　地方独立行政法人茨城県西部医療機構に地　

　域医療体制の充実を図るための補助金を交　

　付するほか、国保情報集約システム運用手　

　数料等の債務負担行為を定める

福祉文教 原案可決

議 案

第 105 号

令和６年度筑西市後期高齢者医療特別会計補

正予算（第２号）

　住民情報システムアウトソーシング（後期高　

　齢者医療保険料）等の債務負担行為を定める
福祉文教 原案可決

議 案

第 106 号

令和６年度筑西市介護保険特別会計補正予算

（第３号）

　WEB口座振替受付サービス手数料（介護保　

　険料）等の債務負担行為を定める
福祉文教 原案可決

第３回臨時会 議決一覧　【令和６年 11 月 14 日開会】

全会一致で可決した案件

議案内容の詳細

はホームページ

をご覧ください

議 案 等

番 号
件　　　　　名 内　　　　　容 付託委員会 結　果

報 告

第 1 7 号

処分事件報告について（損害賠償の額を定め

ることについて）

　後期高齢者医療保健事業は、受託事業収入　

　が消費税法上の課税対象であり、消費税の　

　申告に伴う損害賠償額（無申告加算税及び　

　延滞税）について、専決処分したもの

― 報　告

報 告

第 1 8 号

処分事件報告について（財産の処分の変更に

ついて）

　令和６年第２回定例会で議決を経た議案第　

　６６号（財産の処分について）において、　

　売払価格及び地籍に誤りがあったため、早　

　期解決を図るために専決処分したもの

— 承　認

報 告

第 1 9 号

処分事件報告について（令和６年度筑西市

一般会計補正予算（第４号）） 

　衆議院解散に伴う衆議院議員総選挙及び最　

　高裁判所裁判官国民審査を滞りなく執行す　

　るため、選挙準備及び投開票事務経費等を　

　専決処分したもの

— 承　認

議 案

第 9 5 号

玉戸・一本松線整備事業に係る跨
こせんきょう

線橋の施工

に関する協定の締結について

　跨線橋の施工を鉄道会社へ委託するため、　

　協定を締結するもの
— 原案可決

議 案

第 9 6 号
筑西市駐車場条例の一部改正について 

　車両の放置や駐車場での禁止行為を行う者　

　に対し、車両の撤去や退場を命じることを　

　可能とするため、条例を改正するもの
— 原案可決

第４回定例会 議決一覧　【令和６年 11 月 27 日開会】

全会一致で可決した案件

議案内容の詳細

はホームページ

をご覧ください
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令和７年第１回臨時会 議決一覧
全会一致で可決した案件

議案内容の詳細

はホームページ

をご覧ください

議 案 等

番 号
件　　　　　名 内　　　　　容 付託委員会 結　果

報 告

第 1 号

処分事件報告について（和解に関すること及

び損害賠償の額を定めることについて）

　樋口地内で起きた会計年度任用職員によ　

　る除草作業中の物損事故に伴う損害賠償　

　について、専決処分したもの
― 報　告

議 案

第 3 号

令和６年度筑西市一般会計補正予算（第７

号）

　人事異動等に伴う職員人件費の増額や物価　

　対策給付金及びこども加算分を給付するほ　

　か、中央図書館の空調機器の交換工事を行　

　うため補正するもの

— 原案可決

議 案

第 4 号

令和６年度筑西市国民健康保険特別会計補正

予算（第３号）

　人事異動等に伴う職員人件費の増額を補正

　するもの
— 原案可決

議 案

第 ５ 号

令和６年度筑西市後期高齢者医療特別会計補

正予算（第３号）

　人事異動等に伴う職員人件費の増額を補正　

　するもの
— 原案可決

議 案

第 ６ 号

令和６年度筑西市介護保険特別会計補正予算

（第４号）

　人事異動等に伴う職員人件費の減額を補正　

　するもの
— 原案可決

議 案

第 ７ 号

令和６年度筑西市水道事業会計補正予算（第

２号）

　人事異動等に伴う職員人件費の減額を補正　

　するもの
— 原案可決

議 案

第 ８ 号

令和６年度筑西市下水道事業会計補正予算

（第３号）

　人事異動等に伴う職員人件費の増額を補正　

　するもの　
— 原案可決

議 案

第 ９ 号

令和６年度筑西市農業集落排水事業会計補正

予算（第１号）

　人事異動等に伴う職員人件費の減額を補正　

　するもの
— 原案可決

【令和７年 1 月 14 日開会】

〇 ＝ 賛成　× ＝ 反対　15 番稲川議員は、議長のため採決には加わりません。�

第４回定例会・第１回臨時会 賛否が分かれた案件

【議員提出議案】

議員提出議案

第 7 号
筑西市議会会議規則の一部改正について

　電子採決システムによる表決を本会議にお　

　いて実施するに当たり、必要事項の改正を　

　行うもの
― 原案可決

議 案 等

番 号
件　　　　　名 内　　　　　容 付託委員会 結　果

議 案

第 107 号

令和６年度筑西市水道事業会計補正予算（第

１号）

　水道水定期水質検査委託及び薬品購入の債　

　務負担行為を定める
経済土木 原案可決

議 案

第 108 号

令和６年度筑西市下水道事業会計補正予算

（第２号）

　公共下水道施設水質検査委託及び公共下水　

　道使用料徴収委託の債務負担行為を定める
経済土木 原案可決

議案等 結　果

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

新
井　
　

暁 

國
府
田
和
弘

塚
田　

砂
与

吉
富　

泰
宣

日
髙　

久
江

鈴
木　

一
樹

水
柿　

美
幸

中
座　

敏
和

森　
　

正
雄

小
倉
ひ
と
美

三
澤　

隆
一

藤
澤　

和
成

保
坂　

直
樹

田
中　

隆
徳

稲
川　

新
二

欠　

員

大
嶋　
　

茂

増
渕　

愼
治

仁
平　

正
巳

三
浦　
　

譲

堀
江　

健
一

秋
山　

恵
一

榎
戸
甲
子
夫

赤
城　

正
德

 議案 第 103 号 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ — ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

 議案 第 109 号 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ — ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 第 １ 号 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ × ○ ○ ○ ○ — ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

議案 第 ２ 号 原案可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ — ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○
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議決一覧表 ・ 議案質疑

　

電
子
採
決
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
ま
し
た
！

　

議
案
の
採
決
状
況
を
正
確
か
つ
ス

ム
ー
ズ
に
把
握
す
る
た
め
、
令
和
６
年

第
４
回
定
例
会
か
ら
、
電
子
採
決
シ
ス

テ
ム
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

採
決
の
方
法
は
、
従
来
の
起
立
に
よ

る
方
法
か
ら
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
賛
成
ボ

タ
ン
又
は
反
対
ボ
タ
ン
を
押
す
方
法
に

変
更
と
な
り
ま
し
た
。

傍聴席に設置されたモニター モニターに表示された各議員の賛否
（賛成は白色、反対は青色）

拡張整備を予定する
道の駅グランテラス筑西

次
は
、
常
任
委
員
会
審
査

トピックス

道の駅拡張整備事業に係る継続費補正、地方債補正等により、歳入歳出それぞれ5億1,028万１千円を増額する

■議案第 103 号：令和６年度筑西市一般会計補正予算（第５号）　　付託委員会：３常任委員会

明野幼稚園施設の解体工事を進める中で、アスベスト等が発見されたため、その撤去処分費用等を補正するため、歳入歳出それぞれ　　  

3,952万3千円を増額する

■議案第 109 号：令和６年度筑西市一般会計補正予算（第 6 号）　　付託委員会：福祉文教委員会

令和６年第２回定例会において議決を受けて締結した明野幼稚園施設解体工事の請負契約の一部を変更するもの

■議案第 1 号：工事請負契約の一部変更について　　付託委員会：省略

令和６年人事院勧告に基づき、市職員の給料月額並びに期末手当及び勤勉手当の支給月数、市長、副市長及び教育長の期末手当の支給月数、

一般職の任期付職員の給料月額、特定任期付職員の給料月額及び期末手当の支給月数並びに会計年度任用職員の給料月額に係る事項を改正

するため、関係する５本の条例を改正するもの

■議案第 2 号：筑西市職員の給与に関する条例等の一部改正について　　付託委員会：省略
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○
議
案
第
101
号

　

筑
西
市
鷹
ノ
巣
団
地
排
水
施
設
事
業

　

条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

問
来
年
度
の
運
営
委
託
料
は
令
和
６
年

　

度
と
比
較
す
る
と
、
３
７
６
万
９
，

　

０
０
０
円
の
増
額
と
な
っ
て
い
る
が
、

　

そ
の
理
由
は
。

答
主
に
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
職
員

　

の
経
験
年
数
や
人
員
増
を
見
込
ん
で

　

の
人
件
費
の
増
額
で
あ
る
。

問
条
例
の
廃
止
に
よ
り
、
利
用
者
に
影

　

響
は
な
い
の
か
。

答
団
地
排
水
使
用
料
か
ら
公
共
下
水
道

　

使
用
料
へ
名
称
が
変
更
と
な
る
が
、

　

料
金
体
系
等
は
変
わ
ら
な
い
た
め
、

　

影
響
は
な
い
。

◇
道
の
駅
拡
張
整
備
事
業

◇
下
館
東
部
地
区
地
域
包
括
支
援
セ
ン

　 

タ
ー
運
営
委
託
の
債
務
負
担
行
為

　
第
４
回
定
例
会
に
提
出
さ
れ
た
議
案

に
対
す
る
質
疑
と
回
答
の
主
な
も
の
は

次
の
と
お
り
で
す
。　

議

案

質

疑

○
議
案
第
102
号

　

筑
西
市
附
属
機
関
に
関
す
る
条
例
の

　

一
部
改
正
に
つ
い
て

動
画
視
聴
は

こ
ち
ら
か
ら

問
ア
ル
テ
リ
オ
在
り
方
等
検
討
委
員
会

　

の
委
員
の
メ
ン
バ
ー
構
成
は
。

答
市
議
会
議
員
の
代
表
者
、
自
治
会
の

　

代
表
者
、
建
築
及
び
都
市
計
画
に
関

　

す
る
学
識
経
験
者
、
公
募
に
よ
る
市

　

民
等
を
も
っ
て
構
成
す
る
。

○
議
案
第
103
号

　

令
和
６
年
度
筑
西
市
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
５
号
）

問
令
和
６
年
度
内
に
ど
こ
ま
で
造
成
工

　

事
が
完
了
す
る
計
画
な
の
か
。

答
令
和
６
年
度
は
工
事
契
約
に
向
け
て

　

事
務
手
続
や
入
札
手
続
を
開
始
し
、

　

令
和
７
年
度
早
々
か
ら
工
事
を
実
施

　

す
る
。

○
議
案
第
106
号

　

令
和
６
年
度
筑
西
市
介
護
保
険
特
別

　

会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）



常任委員会

○
議
案
第
109
号

　

令
和
６
年
度
筑
西
市
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
６
号
）

福
祉
文
教
委
員
会

◎
中
座　

敏
和　

〇
仁
平　

正
巳

　

新
井　
　

暁　
　

國
府
田
和
弘

　

日
髙　

久
江　
　

小
倉
ひ
と
美

　

大
嶋　
　

茂　
　

三
浦　
　

譲

　
　
　

◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

●
設
計
金
額
の
妥
当
性
が
疑
わ
れ
る
こ

　

と
の
な
い
よ
う
、
し
っ
か
り
協
議
し

　

て
い
た
だ
き
た
い
。

●
今
ま
で
も
ア
ス
ベ
ス
ト
の
問
題
は
あ
っ

◇
委
員
か
ら
の
主
な
意
見

◎
藤
澤　

和
成　

〇
鈴
木　

一
樹

　

水
柿　

美
幸　
　

保
坂　

直
樹

　

稲
川　

新
二　
　

榎
戸
甲
子
夫

　

赤
城　

正
德

　
　
　

◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

◇
高
齢
者
等
世
帯
ご
み
収
集
運
搬
委
託

問�

人
事
評
価
は
シ
ス
テ
ム
が
行
う
の
か
。

答�

一
連
の
流
れ
の
集
計
を
す
る
シ
ス
テ

ム
で
あ
り
、
人
事
評
価
は
人
が
行
う
。

点
数
づ
け
し
た
も
の
を
基
に
、
Ａ
ラ

ン
ク
か
ら
Ｅ
ラ
ン
ク
ま
で
評
価
を
行

う
も
の
で
る
。

◇
地
域
お
こ
し
協
力
隊
謝
礼
金

問�

高
齢
者
等
世
帯
の
要
件
は
。

答�

65
歳
以
上
の
高
齢
者
等
に
よ
り
構
成

さ
れ
て
い
る
世
帯
で
あ
る
。

問�

高
齢
者
等
世
帯
の
対
象
数
は
。

答�

現
在
、
１
５
０
世
帯
で
あ
る
。

問�

協
力
隊
員
の
人
数
と
活
動
内
容
は
。

答�

協
力
隊
員
の
人
数
は
、
現
在
10
名
。

主
な
活
動
は
、
自
転
車
を
メ
イ
ン
に

サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ
ー
ド
の
開
拓
や
サ

イ
ク
ル
ラ
ッ
ク
の
設
置
、
子
供
を
対

象
と
し
た
自
転
車
乗
り
方
教
室
を
開

催
し
て
い
る
。
ま
た
、
廃
棄
さ
れ
て

し
ま
う
梨
を
利
用
し
て
、
梨
の
蜜
を

開
発
し
、
そ
れ
を
利
用
し
た
カ
レ
ー

を
作
っ
て
市
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
る
。

問�
卒
業
し
た
協
力
隊
員
は
本
市
に
定
住

し
て
い
る
の
か
。

答�

卒
業
し
た
協
力
隊
員
４
名
の
う
ち
、

３
名
が
市
内
に
定
住
し
て
い
る
。

議案１案を審査しました。
いずれも原案どおり可決しました。

（※議案は議決一覧表参照）

問�

市
内
で
証
明
書
を
交
付
で
き
る
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
数
は
。

答�

市
内
50
か
所
程
度
あ
る
。
証
明
書
は
、

全
国
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
か

ら
も
取
得
で
き
る
。

議案８案を審査しました。
いずれも原案どおり可決しました。

（※議案は議決一覧表参照）

○
議
案
第
103
号

　

令
和
６
年
度
筑
西
市
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
５
号
）

◇
人
事
評
価
シ
ス
テ
ム
使
用
料

◇
証
明
書
コ
ン
ビ
ニ
交
付
委
託
（
住
民

　

票
等
）

  「附帯決議」とは…
　議案（予算）に対して議会としての意見や要望を表明する決議

　

た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
ま
た
出
て
し

　

ま
っ
た
。
今
後
は
教
育
委
員
会
だ
け

　

で
な
く
、
市
全
体
と
し
て
注
意
を
払

　

う
必
要
が
あ
る
。

一
般
会
計
補
正
予
算
に

　
　

対
す
る
附
帯
決
議
を
可
決

　

議
案
第
１
０
９
号
令
和
６
年
度
筑
西

市
一
般
会
計
補
正
予
算

（第
６
号
）
に

お
い
て
計
上
さ
れ
た
明
野
幼
稚
園
施
設

解
体
事
業

（
３
，
９
５
２
万
３
千
円
）

の
追
加
工
事
に
つ
い
て
は
、
本
年
第
２
回

定
例
会
に
お
い
て
工
事
請
負
契
約
締
結

議
案

（
１
億
９
，
０
７
９
万
5
千
円
）

が
可
決
さ
れ
、
そ
の
後
、
ア
ス
ベ
ス
ト
除

去
等
に
伴
う
追
加
工
事
を
要
す
る
こ
と

が
発
覚
し
、
同
年
９
月
10
日
の
全
員
協

議
会
に
お
い
て
そ
の
説
明
が
あ
り
、
そ
の

後
、
全
員
協
議
会
及
び
今
定
例
会
に
お

い
て
何
度
も
協
議
し
、
議
論
は
さ
れ
尽

く
し
た
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
案
件
は
、
教
育
委
員
会
に
発
注

側
と
し
て
の
管
理
責
任
は
あ
る
も
の
の
、

当
該
解
体
工
事
に
係
る
設
計
業
者
に
も

責
任
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
、
今
後
、
当

該
設
計
業
者
に
対
す
る
損
害
賠
償
請
求

を
強
く
求
め
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
今
後
、
市
に
お
い
て
同
様
の

解
体
工
事
を
行
う
に
当
た
っ
て
は
、
事

務
を
精
査
し
、
二
度
と
こ
の
よ
う
な
こ

と
が
起
き
る
こ
と
の
な
い
よ
う
強
く
要
望

す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
。

【
附
帯
決
議
の
内
容
】

総
務
企
画
委
員
会
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動画視聴は
こちらから

旧庁舎跡地と玉戸駅前について、具体的な土地利用
の考えは？Ｑ

Ａ

藤澤議員

旧市民病院から見た

ＪＲ水戸線玉戸駅周辺

■
他
の
質
問

▼
市
内
事
業
者
育
成

▼
教
育
行
政

利用価値の高い土地なので、計画的な利用を検討する

経
済
土
木
委
員
会

◎
三
澤　

隆
一　

〇
森　
　

正
雄

　

塚
田　

砂
与　
　

吉
富　

泰
宣

　

田
中　

隆
徳　
　

増
渕　

愼
治

　

堀
江　

健
一　
　

秋
山　

恵
一

　
　
　

◎
委
員
長　

〇
副
委
員
長

議案６案を審査しました。
いずれも原案どおり可決しました。

（※議案は議決一覧表参照）

○
議
案
第
101
号

　

筑
西
市
鷹
ノ
巣
団
地
排
水
施
設
事
業

　

条
例
の
廃
止
に
つ
い
て

問�

公
共
下
水
道
に
接
続
す
る
こ
と
に

よ
っ
て
、
ど
の
程
度
の
コ
ス
ト
低
減

が
期
待
で
き
る
の
か
。

答�

平
成
27
年
当
時
、
処
理
場
更
新
と
公

共
下
水
道
へ
の
接
続
に
つ
い
て
の
費

用
等
の
比
較
検
討
を
行
っ
た
結
果
、

維
持
管
理
費
等
の
経
費
で
年
間
１
，

２
７
７
万
４
，
０
０
０
円
の
経
費
削

減
が
図
れ
る
と
報
告
を
受
け
て
い
る
。

な
産
業
機
能
の
集
積
を
図

る
。
ど
ち
ら
も
利
用
価
値

の
高
い
土
地
な
の
で
、
計

画
的
な
利
用
を
検
討
す
る
。

【
議
員
】

旧
庁
舎
跡
地
の
よ
う
な
一

等
地
を
い
つ
ま
で
駐
車
場

に
し
て
い
る
の
か
。
職
員

の
駐
車
場
問
題
と
ま
ち
の

に
ぎ
わ
い
創
出
等
の
課
題

は
民
間
パ
ワ
ー
の
活
用
を

検
討
す
べ
き
で
あ
る
。
玉

戸
駅
前
に
つ
い
て
は
、
都

市
計
画
の
問
題
も
あ
る
。

茨
城
県
と
市
街
化
調
整
区

域
に
お
け
る
住
宅
開
発
立

地
型
の
地
区
計
画
協
議
を

活
用
し
て
は
ど
う
か
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ

等
を
積
極
的
に
活
用
し
、

民
間
の
資
金
と
技
術
を
取

り
入
れ
る
べ
き
と
考
え
る
。

【
市
長
】

玉
戸
駅
前
に
つ
い
て
は
、

準
備
を
進
め
て
い
る
。
配

水
の
問
題
が
あ
る
も
の
の
、

早
急
に
解
決
し
、
利
活
用

の
検
討
を
進
め
て
い
く
。

【
議
員
】

筑
西
市
総
合
計
画
の
土
地

利
用
に
つ
い
て
考
え
は
。

【
企
画
部
長
】

計
画
的
な
土
地
利
用
の
推

進
の
た
め
、
総
合
計
画
で

土
地
利
用
構
想
を
策
定
し

て
い
る
。

【
都
市
整
備
部
長
】

都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ

ン
で
は
都
市
計
画
区
域
の

92
・
６
％
が
市
街
化
調
整

区
域
で
あ
る
。
計
画
的
な

土
地
利
用
の
推
進
の
た
め
、

地
区
計
画
制
度
の
活
用
を

検
討
し
て
い
く
。

【
議
員
】

旧
庁
舎
跡
地
と
玉
戸
駅
前

に
つ
い
て
、
具
体
的
な
土

地
利
用
の
考
え
は
。

【
企
画
部
長
】

旧
庁
舎
跡
地
は
芸
術
文
化
、

商
業
や
交
流
等
都
市
の
中

枢
機
能
を
集
積
す
る
都
市

拠
点
と
し
て
、
玉
戸
駅
・

玉
戸
工
業
団
地
周
辺
は
産

業
拠
点
と
し
て
地
域
の
立

地
特
性
に
応
じ
た
複
合
的

◇
地
域
産
品
活
性
化
推
進
委
託

問�

地
域
商
社
の
今
後
の
展
望
は
。

答
ふ
る
さ
と
納
税
以
外
で
の
地
場
産
品

　

の
販
路
拡
大
に
も
期
待
し
て
い
る
。

　
「
に
じ
の
き
ら
め
き
」
と
い
う
ブ
ラ
ン

　

ド
米
が
筑
西
市
は
全
国
1
位
の
作
付

　

け
と
い
う
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
が
あ
る
。

　

海
外
で
の
注
目
度
も
高
い
こ
と
か
ら
、

　

来
年
度
は
、
海
外
へ
の
販
路
拡
大
と

　

い
う
の
も
視
野
に
い
れ
て
い
る
。

○
議
案
第
103
号

　

令
和
６
年
度
筑
西
市
一
般
会
計
補
正

　

予
算
（
第
５
号
）

◇
道
の
駅
拡
張
整
備
事
業

問�

「
障
害
者
交
流
の
場
と
し
て
の
シ
ョ
ッ

プ
等
の
設
置
」
に
つ
い
て
の
質
問
に
、

市
長
か
ら
前
向
き
な
答
弁
が
あ
っ
た

が
、
シ
ョ
ッ
プ
の
設
置
等
も
含
め
て

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

答
イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
等
を
導
入
し

　

て
い
く
の
で
、
遊
具
を
中
心
に
、
拡

　

張
部
を
障
害
者
交
流
の
場
と
し
て
活

　

用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
考
え
て
い

　

る
。
現
在
は
ハ
ー
ド
面
に
つ
い
て
設

　

計
を
進
め
て
い
る
が
、
シ
ョ
ッ
プ
に

　

つ
い
て
は
、
今
後
、
運
営
と
協
議
し

　

な
が
ら
ソ
フ
ト
面
に
つ
い
て
検
討
し

　

て
い
き
た
い
。
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一般質問市政全般に関する一般質問は５日間で 21 人の議員が質問をしました。

【
議
員
】

下
中
山
交
差
点
か
ら
駅
南

の
五
差
路
に
向
か
う
市
道

下
一
級
29
号
線
の
歩
道
が

凸
凹
に
な
る
根
上
が
り
現

象
が
起
こ
っ
て
い
る
。道
路

法
に
基
づ
き
、
道
路
の
安

全
性
、
円
滑
性
を
確
保
す

る
観
点
か
ら
、
道
路
構
造

令
に
よ
り
、
歩
道
の
形
式

は
高
齢
者
や
視
覚
障
害
者
、

車
椅
子
使
用
者
な
ど
を
含

む
全
て
の
歩
行
者
に
と
っ

て
安
全
で
円
滑
な
移
動
が

可
能
と
な
る
構
造
と
す
る

こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
視

覚
障
害
者
の
歩
車
道
境
界

の
識
別
、
車
椅
子
使
用
者

の
円
滑
な
通
行
等
に
十
分

配
慮
し
た
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
と
さ
れ
、
歩

道
の
高
さ
、
歩
道
面
の
勾

配
な
ど
が
決
め
ら
れ
て
い

る
。
高
齢
者
や
視
覚
障
害

者
、
車
椅
子
使
用
者
等
の

歩
行
に
大
変
危
険
で
、
明

ら
か
に
歩
道
の
一
般
的
構

造
に
関
す
る
基
準
に
適
合

■
他
の
質
問

▼�

福
祉
行
政

▼
ち
く
せ
い
花
火
大
会

危険なデコボコの歩道、早急に対応を！

順次修繕してまいりたいＡ

動画視聴は
こちらから

塚田議員

し
て
い
な
い
の
で
は
。
ま

た
、
誰
も
が
歩
き
や
す
い

安
全
な
歩
道
に
修
繕
を
お

願
い
し
た
い
。

【
建
設
部
長
】

根
の
張
り
出
し
に
よ
り
、

歩
道
の
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
を

押
し
上
げ
、
歩
道
利
用
者

に
支
障
が
出
て
い
る
箇
所

も
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
は

承
知
し
て
い
る
。
既
に
根

上
が
り
が
発
生
し
て
い
る

箇
所
に
つ
い
て
は
、
伐
採
、

伐
根
、
修
繕
に
よ
り
歩
道

の
安
全
確
保
を
進
め
て
い

る
。
予
防
の
観
点
か
ら
今

後
は
無
理
に
植
樹
帯
を
設

け
な
い
こ
と
を
基
準
と
し

て
、
新
た
に
植
樹
を
整
備

す
る
必
要
が
あ
る
際
に
は
、

工
法
や
他
自
治
体
の
事
例

も
参
考
に
根
上
が
り
防
止

工
法
に
つ
い
て
検
討
し
て

い
く
。

Ｑ

Ａ

【
議
員
】

Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
の
開
催
状

況
は
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

専
門
知
識
を
持
つ
講
師
に

よ
る
講
習
会
を
令
和
５

年
度
は
60
回
実
施
し
、
１
，

３
８
３
名
が
受
講
し
た
。

【
総
務
部
長
】

市
職
員
は
年
一
回
、
毎
年

約
25
名
が
交
代
で
受
講
し

て
い
る
。

【
議
員
】

緊
急
時
、
た
め
ら
わ
ず
に

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
す
る
た
め

に
何
が
必
要
か
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

い
ざ
と
い
う
と
き
、
目
の

前
の
命
を
救
う
た
め
に
、

講
習
会
等
で
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使

い
方
を
学
び
、
緊
急
時
に

対
応
で
き
る
知
識
を
身
に

つ
け
て
お
く
こ
と
が
必
要
。

本
市
で
は
、
独
自
に
作
成

し
た
補
助
教
材
で
中
学
生

が
Ａ
Ｅ
Ｄ
に
つ
い
て
学
ぶ

機
会
を
設
け
て
い
る
。

【
議
員
】

市
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
貸
与
条
件
は
。

ま
た
、
貸
出
条
件
の
緩
和
を

検
討
し
て
は
ど
う
か
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

貸
出
条
件
は
、
医
療
従
事
者

や
救
命
講
習
修
了
者
を
配
置

す
る
こ
と
で
あ
る
。
貸
出
条

件
の
緩
和
に
つ
い
て
は
、
今

後
検
討
し
て
い
く
。

【
議
員
】

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
設
置
場
所
を
知
る

方
法
は
。
ま
た
、
公
共
施
設

閉
館
時
の
対
応
は
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

市
で
発
行
す
る
令
和
６
年
度

健
康
カ
レ
ン
ダ
ー
に
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
掲
載
し
て
お
り
、
そ

こ
か
ら
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
箇
所
を

検
索
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
た
、
公
共
施
設
閉
館
時
は
、

で
き
る
だ
け
早
く
救
急
車
を

要
請
し
、
人
口
呼
吸
や
心
臓

マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
対
応
を

行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

■
他
の
質
問

▼
パ
ラ
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進

▼
投
票
環
境
の
整
備

緊急時に対応できる知識を身につけておくこと

動画視聴は
こちらから

日髙議員

突然の心停止時、ためらわずにＡＥＤを使用
するためには何が必要か？Ｑ

Ａ

木の根により盛り上がった歩道

ＡＥＤについて知識を

身につけよう！
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一人当たり持ち時間は 45 分でした。

【
議
員
】

年
齢
・
男
女
を
問
わ
ず
、

ス
マ
ホ
ア
プ
リ
や
カ
ー
ド

で
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済

の
普
及
が
年
々
進
ん
で
い

る
今
、
デ
ジ
タ
ル
地
域
通

貨
を
導
入
し
て
い
る
自
治

体
に
つ
い
て
、
市
は
ど
の

よ
う
に
認
識
し
て
い
る
か
。

【
企
画
部
長
】

地
域
内
に
お
け
る
電
子
通

貨
に
よ
る
決
済
シ
ス
テ
ム

が
地
域
経
済
や
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
活
性
化
を

図
る
手
段
の
一
つ
と
な
る

も
の
と
認
識
し
て
い
る
。

【
議
員
】

他
自
治
体
で
は
デ
ジ
タ
ル

通
貨
と
連
携
し
て
、
プ
レ

ミ
ア
ム
商
品
券
の
ポ
イ
ン

ト
や
プ
レ
ミ
ア
ム
旅
行
券
、

子
育
て
応
援
ギ
フ
ト
な
ど

を
ア
プ
リ
で
届
け
て
い
る
。

デ
ジ
タ
ル
地
域
通
貨
の
導

入
に
つ
い
て
検
討
は
あ
っ

た
か
。

【
企
画
部
長
】

現
在
、
周
辺
自
治
体
に
お

■
他
の
質
問

▼
中
学
生
平
和
大
使
派
遣

▼
下
館
駅
北
口
の
環
境
整
備

け
る
導
入
状
況
や
デ
ジ
タ

ル
地
域
通
貨
の
メ
リ
ッ

ト
・
デ
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い

て
情
報
収
集
を
進
め
て
い

る
。

【
議
員
】

健
康
運
動
普
及
活
動
や
健

診
な
ど
へ
の
参
加
及
び
地

域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

に
参
加
す
る
市
民
に
対
し
、

健
康
増
進
と
経
済
活
性
化

の
観
点
か
ら
も
、
市
内
限

定
で
使
え
る
地
域
通
貨
ポ

イ
ン
ト
の
よ
う
な
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
提
供
し
て
は

ど
う
か
。

【
企
画
部
長
】

地
域
通
貨
ポ
イ
ン
ト
で
は

な
い
が
、
市
で
募
集
し
た

９
件
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
う
ち
、
６
件
の
活
動

に
対
し
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ

を
提
供
し
た
事
例
が
あ
る
。

デジタル地域通貨導入の検討を！

地域通貨ポイントではないが、インセンティブの
提供例がある

ボランティア活動に参加する市民に対し地域通貨
ポイントのようなインセンティブを提供しては？Ｑ

Ａ

動画視聴は
こちらから

三澤議員

管
路
の
損
傷
が
相
次
ぎ
、

甚
大
な
被
害
が
生
じ
た
教

訓
を
踏
ま
え
、
『
上
下
水

道
耐
震
化
計
画
』
の
策
定

を
事
業
体
に
要
請
し
て
い

る
。
本
市
に
お
け
る
策
定

の
状
況
、
今
後
の
取
組
は

い
か
が
。

【
上
下
水
道
部
長
】

上
下
水
道
耐
震
化
計
画
は

現
在
水
道
課
、
下
水
道
課

合
同
で
計
画
期
間
を
令
和

７
年
度
か
ら
５
年
と
し
、

令
和
７
年
１
月
末
日
ま
で

の
策
定
に
向
け
て
水
道
事

業
の
広
域
連
携
も
考
慮
し

な
が
ら
作
業
を
進
め
て
い

る
。
今
後
は
、
策
定
し
た

計
画
に
基
づ
き
、
上
下
水

道
シ
ス
テ
ム
の
急
所
施
設

や
避
難
所
等
の
重
要
施
設

の
耐
震
化
を
進
め
る
。

【
議
員
】

調
査
員
が
『
漏
水
探
知

機
』
を
装
着
し
、
徒
歩
で

移
動
し
な
が
ら
チ
ェ
ッ
ク

す
る
従
来
の
漏
水
調
査
に
、

衛
星
か
ら
電
磁
波
を
放
射

し
漏
水
の
可
能
性
の
あ
る

エ
リ
ア
を
特
定
す
る
技
術

を
組
み
合
わ
せ
る
こ
と
に

よ
り
、
有
収
率
の
向
上
や

調
査
費
用
の
削
減
に
つ
な

が
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

【
上
下
水
道
部
長
】

有
収
率
は
大
き
な
課
題
の

一
つ
と
認
識
し
て
い
る
。

衛
星
に
よ
る
漏
水
調
査
や

ビ
ッ
ク
デ
ー
タ
を
活
用
し

た
Ａ
Ｉ
に
よ
る
漏
水
リ
ス

ク
箇
所
の
予
測
な
ど
、
最

先
端
技
術
を
活
用
す
る
事

業
体
が
増
え
て
い
る
こ
と

は
承
知
し
て
い
る
。
費
用

対
効
果
や
水
道
事
業
の
経

営
状
況
等
を
考
慮
し
な
が

ら
進
め
て
い
く
。

【
議
員
】

国
土
交
通
省
は
、
能
登
半

島
地
震
で
水
道
の
施
設
や

■
他
の
質
問

▼
行
政
改
革

▼
立
地
適
正
化
計
画

新たな技術で持続可能な水道事業実現と
『重要施設』の上下水道の耐震化を！Ｑ
最先端技術の活用は費用対効果等を考慮する
耐震化は『上下水道耐震化計画』で進めるＡＡ

衛星による漏水エリア
特定診断（イメージ）

動画視聴は
こちらから

吉富議員
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一般質問市政全般に関する一般質問は５日間で 21 人の議員が質問をしました。

【
議
員
】

本
市
職
員
の
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
相
談
件
数
は
。

【
総
務
部
長
】

令
和
３
年
度
４
件
、
令
和

４
年
度
３
件
、
令
和
５
年

度
３
件
、
本
年
度
は
現
在

ま
で
で
６
件
で
あ
る
。

【
議
員
】

療
養
休
暇
中
の
職
員
数
は
。

【
総
務
部
長
】

身
体
的
原
因
が
２
名
、
精

神
的
原
因
が
10
名
の
合
計

12
名
で
あ
る
。

【
議
員
】

精
神
的
原
因
が
昨
年
度
と

比
較
し
、
倍
増
し
て
い
る
。

実
態
把
握
の
た
め
、
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
す
べ
き
で

は
な
い
か
。

【
総
務
部
長
】

ア
ン
ケ
ー
ト
の
実
施
は
考

え
て
い
な
い
が
、年
３
回
の

人
事
評
価
面
談
や
年
１
回

の
自
己
申
告
票
を
通
じ
て

職
場
環
境
の
問
題
把
握
に

努
め
て
い
る
。

■
他
の
質
問

▼�

ワ
ー
ク
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ち

く
せ
い

▼
本
市
職
員
の
旧
姓
使
用

▼
小
中
学
校
の
教
科
書
採
択

職員が安心して働ける環境づくりのために
～第三者ハラスメント相談窓口を～

公平委員会の活用促進と相談体制の拡充をはかるＡ

動画視聴は
こちらから

水柿議員

【
議
員
】

茨
城
県
庁
で
は
外
部
の
第

三
者
相
談
窓
口
を
設
置
し

た
。
本
市
で
も
第
三
者
相

談
窓
口
を
設
置
す
べ
き
で

は
。

【
総
務
部
長
】

第
三
者
相
談
窓
口
と
し
て

公
平
委
員
会
が
あ
る
が
、

相
談
が
少
な
い
状
況
で
あ

る
。
Ｐ
Ｒ
を
進
め
て
い
き

た
い
。

【
議
員
】

小
美
玉
市
公
平
委
員
会
で

は
、
相
談
し
や
す
い
よ
う
、

職
員
向
け
に
案
内
を
配
布

し
て
い
る
。
本
市
で
も
参

考
に
で
き
な
い
か
。

【
総
務
部
長
】

職
員
に
対
し
て
の
周
知
が

不
足
し
て
い
た
。
早
急
に

公
平
委
員
会
の
相
談
制
度

の
周
知
を
し
て
い
く
。

Ｑ

Ａ

職員が安心して働ける
環境づくりを！

【
議
員
】

生
活
保
護
受
給
者
の
人
数

は
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

令
和
６
年
11
月
１
日
現
在
、

７
９
３
世
帯
、
９
３
６
人
。

ま
た
、
外
国
人
が
い
る
世

帯
は
14
世
帯
、
15
人
と
な

っ
て
い
る
。

【
議
員
】

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
人
数

は
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

現
在
10
人
が
業
務
に
当
た

っ
て
お
り
、
１
人
当
た
り

平
均
79
世
帯
、
94
人
を
担

当
し
て
い
る
。

【
議
員
】

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
オ
ー

バ
ー
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
い

な
い
か
。

【
保
険
福
祉
部
長
】

法
の
定
め
の
80
世
帯
を
下

回
っ
て
お
り
、
オ
ー
バ
ー

ワ
ー
ク
と
い
う
よ
う
な
報

告
は
受
け
て
い
な
い
。

【
議
員
】

生
活
保
護
受
給
者
に
対
す

る
就
労
支
援
の
実
績
と
不

正
受
給
の
実
態
は
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

就
労
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

し
て
、
本
年
度
は
延
べ

48
人
を
支
援
し
、
現
時
点

で
４
人
が
就
労
開
始
、
う

ち
１
人
が
生
活
保
護
の
廃

止
に
至
っ
て
い
る
。
ま
た
、

生
活
保
護
受
給
者
等
就

労
自
立
促
進
事
業
と
し
て
、

本
年
度
は
現
時
点
で
10
人

を
支
援
し
、
３
人
が
就
労

開
始
、
う
ち
１
人
が
生
活

保
護
の
廃
止
に
至
っ
て
い

る
。
不
正
受
給
の
実
態
は
、

令
和
５
年
度
11
件
、
令
和

６
年
度
は
現
時
点
で
13
件

と
な
っ
て
い
る
。
内
容
と

し
て
最
も
多
い
の
が
稼
働

収
入
の
無
申
告
で
、
80
％

を
占
め
て
い
る
。

■
他
の
質
問

▼
避
難
行
動
要
支
援
者
の
避

　

難
体
制

▼
教
育
行
政　
　
　
　

ほ
か

令和５年度は 11 件、令和６年度は現時点で 13 件
内容は稼働収入の無申告が大部分を占めている

動画視聴は
こちらから

仁平議員

生活保護の不正受給の実態は？Ｑ

Ａ

生活保護を担当する
市社会福祉課の窓口
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一人当たり持ち時間は 45 分でした。

【
議
員
】

運
転
免
許
証
の
自
主
返
納

者
に
対
し
、
よ
り
充
実
し

た
支
援
は
で
き
な
い
か
。

【
都
市
整
備
部
長
】

自
主
返
納
者
に
配
布
し
て

い
る
タ
ク
シ
ー
助
成
券
の

使
用
期
限
を
令
和
６
年
４

月
か
ら
無
期
限
と
し
、
乗

車
時
の
使
用
枚
数
制
限
を

撤
廃
し
、
利
便
性
の
向
上

を
図
っ
て
い
る
。
今
後
も

返
納
者
の
推
移
や
ニ
ー
ズ

に
応
じ
て
支
援
内
容
を
検

討
し
て
い
く
。

【
議
員
】

令
和
６
年
に
な
っ
て
タ
ク

シ
ー
事
業
者
２
社
が
廃
業

し
た
。
ま
た
、
土
日
に
営

業
し
て
い
な
い
タ
ク
シ
ー

事
業
者
も
あ
る
。
公
共
交

通
の
中
で
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
タ
ク
シ
ー

事
業
者
に
何
ら
か
の
支
援

は
で
き
な
い
か
。

【
都
市
整
備
部
長
】

タ
ク
シ
ー
事
業
者
へ
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
令
和
４

■
他
の
質
問

▼
地
域
交
流
セ
ン
タ
ー
ア
ル

　

テ
リ
オ

▼
市
民
環
境
行
政

年
度
に
交
通
事
業
者
支
援

給
付
金
の
交
付
を
行
っ
た
。

こ
れ
は
、
バ
ス
や
タ
ク
シ

ー
な
ど
の
事
業
者
に
対

し
、
国
の
補
助
金
を
活
用

し
た
新
型
コ
ロ
ナ
感
染
症

対
策
の
緊
急
措
置
で
あ
る
。

コ
ロ
ナ
が
落
ち
着
き
、
公

共
交
通
の
利
用
者
は
回
復

傾
向
で
あ
り
、
現
在
の
と

こ
ろ
市
単
独
で
の
支
援
は

考
え
て
い
な
い
。
デ
マ
ン

ド
交
通
シ
ス
テ
ム
を
維
持

し
て
い
く
た
め
に
は
、
タ

ク
シ
ー
事
業
者
の
協
力
が

欠
か
せ
な
い
と
い
う
こ
と

は
十
分
認
識
を
し
て
お
り
、

今
後
も
国
や
県
、
近
隣
自

治
体
の
動
向
を
注
視
し
て

い
く
。

タクシー事業者への支援を！

市単独での支援は考えていない
国や県、近隣自治体の動向を注視していく

タクシー事業者に何らかの支援はできないか？Ｑ

Ａ

動画視聴は
こちらから

増渕議員

【
議
員
】

給
食
へ
の
有
機
米
の
買

上
げ
価
格
は
、
常
陸
大

宮
市
で
は
通
常
米
よ
り

１
俵
当
り
１
万
円
の
上
乗

せ
と
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

本
市
だ
と
年
間
予
算
１
，

０
０
０
万
円
の
増
額
で
で

き
、
で
き
な
い
額
で
は
な

い
と
考
え
る
が
、
い
か
が

か
。

【
市
長
】

学
校
給
食
に
無
農
薬
米
を

使
う
こ
と
は
、
私
も
賛
成

で
あ
る
。
個
人
や
農
協
と

手
を
組
む
こ
と
か
ら
考
え

て
い
き
た
い
。

【
経
済
部
長
】

情
報
収
集
に
努
め
生
産
者

の
既
存
協
議
会
や
農
協
、

県
の
関
係
機
関
と
連
携
し

て
支
援
し
た
い
。

【
議
員
】

学
校
給
食
に
有
機
食
材
の

活
用
を
推
進
す
る
全
国

大
会
が
11
月
、
常
陸
大
宮

市
で
開
催
さ
れ
、
私
も
参

加
し
た
。
県
内
外
の
市
長
、

Ｊ
Ａ
北
つ
く
ば
も
含
め
た

農
協
関
係
者
も
参
加
し
て

い
た
。
学
校
給
食
を
通
し

て
子
供
た
ち
の
健
康
や
環

境
、
農
産
物
の
高
付
加
価

値
化
な
ど
、
市
長
た
ち
の

理
念
を
掲
げ
た
話
を
聞
く

こ
と
が
で
き
た
。
本
市
で

も
実
施
に
向
け
市
長
の
決

断
を
求
め
る
。

【
市
長
】

県
内
で
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
給

食
を
始
め
た
自
治
体
は
把

握
し
て
い
る
。
し
っ
か
り

勉
強
し
、
給
食
費
無
償
化
、

地
産
地
消
と
と
も
に
、
し

っ
か
り
や
っ
て
い
く
。

【
教
育
部
長
】

有
機
農
産
物
の
安
定
的
な

確
保
や
価
格
の
課
題
も
あ

り
、
先
進
自
治
体
の
取
組

を
検
証
し
て
い
く
。

■
他
の
質
問

▼
紙
保
険
証
廃
止
後
の
受
診

▼
水
道
事
業
の
広
域
連
携
と

　

課
題　
　
　
　
　
　

ほ
か

オーガニック給食の有機米活用は 1,000 万円で
できる。市長の決断を求める

Ｑ

個人や農協と手を組むことから考えていきたいＡＡ

学校給食に有機食材の活用を！

動画視聴は
こちらから

三浦議員
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市政全般に関する一般質問は５日間で 21 人の議員が質問をしました。 一般質問

職員駐車場となっている
旧下館庁舎跡地

【
議
員
】

首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車

道
と
北
関
東
自
動
車
道
と

の
接
続
に
係
る
要
望
活
動

の
状
況
は
。

【
建
設
部
長
】

両
自
動
車
道
を
結
び
つ
け

る
新
た
な
高
速
道
路
の
整

備
決
定
ま
で
に
は
、
長
期

間
を
要
す
る
こ
と
と
な

る
た
め
、
国
及
び
県
の
動

向
を
注
視
し
て
い
く
。
な

お
、
第
一
次
緊
急
輸
送
道

路
に
指
定
さ
れ
て
い
る
国

道
２
９
４
号
に
つ
い
て
は
、

取
手
市
及
び
真
岡
市
に
て

一
部
暫
定
２
車
線
区
間
が

あ
る
の
で
、
ま
ず
は
、
今

年
７
月
に
国
道
２
９
４
号

建
設
期
成
同
盟
会
の
中
で
、

全
区
間
４
車
線
化
を
要
望

し
た
。

【
議
員
】

北
関
東
自
動
車
道
の
桜
川

筑
西
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

と
真
岡
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン

ジ
間
に
お
い
て
、
ス
マ
ー

ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を

設
置
す
る
こ
と
に
つ
い
て
、

そ
の
後
の
状
況
は
。

【
企
画
部
長
】

ス
マ
ー
ト
イ
ン
タ
ー
チ
ェ

ン
ジ
を
設
置
す
る
効
果
と

し
て
、
筑
西
市
か
ら
北
関

東
自
動
車
道
へ
の
ア
ク

セ
ス
が
桜
川
筑
西
イ
ン
タ

ー
チ
ェ
ン
ジ
と
ス
マ
ー
ト

イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
２

ル
ー
ト
と
な
る
こ
と
か
ら
、

市
民
の
利
便
性
の
向
上
、

物
流
の
流
れ
が
よ
く
な
り
、

筑
西
市
の
地
域
活
性
化
に

つ
な
が
る
こ
と
が
期
待
で

き
る
。
設
置
は
真
岡
市
と

筑
西
市
の
両
市
の
さ
ら
な

る
発
展
、
ま
た
、
企
業
誘

致
の
面
で
も
有
用
性
が
高

い
こ
と
か
ら
引
き
続
き
、

真
岡
市
の
動
向
を
注
視
し
、

実
現
に
向
け
て
努
め
て
ま

い
り
た
い
。

■
他
の
質
問

▼
廃
校
と
な
っ
た
明
野
地
区

　

小
学
校
の
利
活
用

▼
魅
力
あ
る
駅
周
辺
の
利
活

　

用　
　
　
　
　
　
　

ほ
か

スマートインターチェンジ設置の整備を！

国、茨城県及び近隣自治体の動向を注視しながら
今後進めていく

Ｑ

Ａ

中座議員

動画視聴は
こちらから

スマートインター
チェンジの整備を！
（写真はイメージ）

【
議
員
】

旧
市
民
病
院
跡
地
及
び
旧

下
館
庁
舎
跡
地
の
利
活
用

に
つ
い
て
は
、
多
く
の
市

民
か
ら
質
問
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
。
市
長
の
考
え
は
。

【
市
長
】

旧
市
民
病
院
跡
地
は
、
筑

西
市
総
合
計
画
の
産
業
拠

点
と
し
て
位
置
付
け
さ
れ

て
お
り
、
皆
様
と
相
談
し
、

利
活
用
を
検
討
し
て
い
き

た
い
。

【
議
員
】

旧
下
館
庁
舎
跡
地
の
利
活

用
に
つ
い
て
、
住
み
よ
い

ま
ち
の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ

ン
づ
く
り
に
は
こ
れ
ら

の
土
地
利
活
用
は
非
常
に

重
要
で
あ
る
。
本
市
に
お

い
て
、
旧
市
街
地
は
寂
れ

て
き
て
お
り
、
空
き
家
や

空
き
地
が
目
立
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
は
若
者
が
楽
し
む

場
所
、
老
人
等
が
楽
し
む

施
設
や
場
所
等
が
な
い
。

こ
の
ま
ま
の
状
態
を
放
置

す
れ
ば
、
さ
ら
な
る
空
洞

化
、
衰
退
は
避
け
ら
れ
な

い
。
ま
ち
の
中
心
部
に
結

城
市
の
ア
ク
ロ
ス
の
よ
う

な
ラ
ン
ド
マ
ー
ク
的
な
施

設
は
で
き
な
い
か
。

【
市
長
】

い
ろ
い
ろ
な
方
法
が
あ
る

と
思
う
が
、
市
民
会
館
も

一
つ
の
例
で
あ
る
。
５
年

前
、
総
務
省
に
市
民
会
館

を
作
り
た
い
か
ら
と
補
助

金
の
支
援
を
お
願
い
し
た

と
こ
ろ
、
関
城
に
あ
る
ペ

ア
ー
ノ
や
明
野
の
イ
ル
ブ

リ
ラ
ン
テ
の
利
用
を
促
さ

れ
た
経
緯
も
あ
る
。
今
後

も
調
査
検
討
を
進
め
て
い

く
。

■
他
の
質
問

▼
市
民
環
境
行
政

▼
保
健
福
祉
行
政

▼
経
済
土
木
行
政　
　

ほ
か

動画視聴は
こちらから

Ｑ

Ａ市民と相談しながら、調査・検討していく

大嶋議員

旧市民病院跡地及び旧下館庁舎跡地の利活用
について市長の考えは？
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一人当たり持ち時間は 45 分でした。

【
議
員
】

現
在
の
ご
み
の
リ
サ
イ
ク

ル
状
況
は
。

【
市
民
環
境
部
長
】

缶
類
、
瓶
類
、
紙
類
、
布

類
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
乾

電
池
を
素
材
等
で
13
種
類

に
分
別
し
、
各
地
域
の
リ

サ
イ
ク
ル
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

で
分
別
収
集
し
て
い
る
。

ま
た
、
公
共
施
設
に
専
用

の
回
収
ボ
ッ
ク
ス
を
設
置

し
、
使
用
済
み
小
型
家
電
、

小
型
充
電
式
電
池
の
回
収
、

小
売
店
等
で
は
食
品
ト
レ

ー
、
プ
リ
ン
タ
ー
カ
ー
ト

リ
ッ
ジ
、
電
球
等
を
自
主

的
に
回
収
し
て
い
る
。

【
議
員
】

今
後
新
た
に
リ
サ
イ
ク
ル

で
き
る
品
目
は
。

【
市
民
環
境
部
長
】

令
和
７
年
度
か
ら
廃
食
用

油
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
予
定

し
て
い
る
。
ま
た
、
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
使
用
製
品
廃
棄

物
の
リ
サ
イ
ク
ル
を
現
在

検
討
し
て
い
る
。

【
議
員
】

筑
西
広
域
市
町
村
圏
事
務
組

合
構
成
市
の
結
城
市
、
桜
川

市
で
は
蛍
光
灯
を
分
別
回
収

し
て
い
る
が
、
本
市
で
は
。

【
市
民
環
境
部
長
】

本
市
で
は
不
燃
ご
み
に
分

別
さ
れ
て
い
る
。
構
成
市

の
な
か
で
も
分
別
収
集
の

仕
方
が
統
一
さ
れ
て
い

な
い
品
目
の
一
つ
で
あ
り
、

今
後
検
討
す
る
必
要
が
あ

る
。

【
議
員
】

今
後
構
成
市
と
の
連
携
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の
か
。

【
市
民
環
境
部
長
】

各
市
の
区
域
を
越
え
た
広
域

で
の
共
同
処
理
の
利
点
を
生

か
せ
る
よ
う
、
連
携
強
化
を

図
り
た
い
。

■
他
の
質
問

▼�

筑
西
市
立
体
育
館
及
び
武

道
館

▼
地
域
お
こ
し
協
力
隊
ほ
か

筑西広域市町村圏事務組合構成市との連携を
強化しごみのリサイクルの更なる推進を！

動画視聴は
こちらから

広域での共同処理の利点を生かせるよう連携強化を
図りたい

小倉議員

Ｑ

Ａ

協和支所内に設置されている
リサイクルステーション

【
議
員
】

訪
問
介
護
に
関
わ
る
事
業

者
の
倒
産
や
休
廃
業
が
過

去
最
多
と
い
う
調
査
結
果

が
あ
り
、
特
に
身
近
な
小

規
模
零
細
業
者
の
倒
産
が

多
い
よ
う
で
あ
る
。
地
域

か
ら
訪
問
介
護
事
業
者
が

急
速
に
減
っ
て
き
て
い
る

と
い
う
指
摘
も
あ
る
中
で
、

訪
問
介
護
基
本
報
酬
の
引

下
げ
に
つ
い
て
、
市
は
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
て
い

る
の
か
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

訪
問
介
護
事
業
者
は
、
小

規
模
な
事
業
所
ほ
ど
ガ
ソ

リ
ン
代
等
の
物
価
高
騰
の

影
響
を
う
け
、
事
業
継
続

や
人
材
確
保
に
苦
慮
し
て

い
る
と
感
じ
て
い
る
。

【
議
員
】

在
宅
医
療
介
護
を
希
望
す

る
人
は
国
民
の
６
割
を
超

え
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

地
域
包
括
ケ
ア
の
考
え
方

は
、
医
療
や
介
護
が
必
要

に
な
っ
た
人
が
、
自
分
ら

し
く
自
分
が
生
ま
れ
育
っ

た
地
域
で
尊
厳
を
持
っ
て

生
活
が
で
き
る
よ
う
に
な

る
と
い
う
考
え
方
で
あ
る
。

国
が
地
域
包
括
ケ
ア
を
進

め
て
い
る
中
で
、
訪
問
介

護
事
業
者
が
潰
れ
て
い
く

と
い
う
の
は
、
逆
行
す
る

の
で
は
と
考
え
る
が
、
介

護
基
本
報
酬
引
下
げ
に
つ

い
て
本
市
の
対
応
は
。

【
保
健
福
祉
部
長
】

国
は
「
今
回
の
報
酬
引
き

下
げ
が
ど
の
よ
う
な
影
響

を
与
え
て
い
る
か
、
９
月

か
ら
調
査
を
始
め
て
い

て
現
場
の
状
況
を
把
握
分

析
し
て
い
き
た
い
。
」
と

し
て
い
る
。
市
が
引
き
下

げ
ら
れ
た
分
の
対
応
を
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
た
め
、

国
の
動
向
を
注
視
し
、
必

要
に
応
じ
て
対
応
し
て
い

く
。

■
他
の
質
問

▼
農
業
行
政

動画視聴は
こちらから

国の動向を注視し、必要に応じて対応していく

森議員

介護基本報酬引下げについて本市の対応は？Ｑ

Ａ

介護事業者への支援を！
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市政全般に関する一般質問は５日間で 21 人の議員が質問をしました。 一般質問

動画視聴は
こちらから

【
議
員
】

以
前
質
問
し
た
川
島
出
張

所
の
支
所
へ
の
変
更
に
つ

い
て
、
検
討
の
結
果
は
。

 

【
総
務
部
長
】

物
理
的
な
ス
ペ
ー
ス
、
人

員
配
置
の
問
題
等
の
解
消

が
必
要
な
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
検
討
し
た
い
。

【
議
員
】

窓
口
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
と

の
答
弁
も
あ
っ
た
が
、
そ

の
検
証
結
果
は
。

【
総
務
部
長
】

笠
間
市
の
事
例
を
調
査
し

た
が
、
川
島
出
張
所
で
の

サ
ー
ビ
ス
設
置
に
は
担
当

す
る
職
員
の
確
保
、
窓
口

負
担
の
増
加
が
課
題
と
考

え
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン

申
請
な
ど
来
庁
し
な
く
て

も
で
き
る
手
続
き
を
推
進

し
て
い
く
。

【
議
員
】

我
が
市
に
は
我
が
市
に
合

っ
た
体
制
を
取
る
べ
き
で

は
な
い
か
。
Ｄ
Ｘ
を
進
め

る
の
は
結
構
だ
が
、
高

齢
者
は
つ
い
て
い
け
る
の

か
。
困
り
ご
と
が
あ
っ
た

際
、
や
は
り
人
間
同
士
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取

っ
て
解
決
し
て
い
く
こ
と

は
た
く
さ
ん
あ
る
。
そ
れ

を
電
子
申
請
が
あ
る
か
ら

本
庁
舎
で
対
応
す
る
、
と

い
う
の
は
お
か
し
い
の
で

は
な
い
か
。

【
市
長
】

全
く
そ
の
と
お
り
と
思
う
。

川
島
地
区
の
人
口
は
多
く
、

高
齢
者
も
増
え
て
い
る
。

３
支
所
と
同
等
の
こ
と
が

で
き
な
く
て
も
、
多
く
の

方
が
必
要
と
す
る
も
の
は

川
島
出
張
所
で
で
き
る
よ

う
積
極
的
に
考
え
て
い
き

た
い
。

■
他
の
質
問

▼
市
長
の
こ
れ
ま
で
の
実
績

　

と
今
後

▼
本
庁
舎
建
て
替
え

川島出張所の支所化、我が市には我が市に
合った体制を！

積極的に考えていきたい

Ｑ

Ａ

田中議員

川島出張所の支所化を！

【
議
員
】

次
の
こ
と
に
つ
い
て
伺
い

た
い
。

①
闇
バ
イ
ト
犯
罪
に
よ
る

市
内
の
強
盗
被
害
の
件
数

は
。

②
強
盗
被
害
対
策
と
し
て
、

市
は
ど
の
よ
う
な
取
組
を

し
て
い
る
の
か
。

③
強
盗
被
害
対
策
に
つ
い

て
、
市
と
警
察
は
ど
の
よ

う
な
連
携
を
取
っ
て
い
る

か
。

④
強
盗
被
害
対
策
と
し
て
、

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
重

要
で
あ
る
。
市
民
等
が
設

置
す
る
防
犯
カ
メ
ラ
に
対

し
て
補
助
を
し
て
は
ど
う

か
。

【
市
民
環
境
部
長
】

①
市
内
の
闇
バ
イ
ト
犯
罪

に
よ
る
強
盗
被
害
の
件
数

は
、
筑
西
警
察
署
に
よ
る

と
、
11
月
15
日
現
在
、
０

件
で
あ
る
。

②
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
及

び
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
て
「
不
審

者
に
注
意
」
と
い
う
内
容

の
注
意
喚
起
を
行
っ
て
い

る
。
今
後
も
社
会
情
勢
を

注
視
し
、
情
勢
に
合
っ
た

情
報
の
発
信
を
し
て
い
く
。

③
市
は
警
察
と
春
の
地
域

安
全
運
動
及
び
全
国
地
域

安
全
運
動
期
間
に
、
防
犯

啓
発
活
動
を
連
携
し
て

実
施
す
る
な
ど
安
心
安
全

な
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
、

日
頃
か
ら
連
絡
調
整
を
し
、

情
報
共
有
を
し
て
い
る
。

今
後
も
連
携
を
強
め
、
防

犯
活
動
を
し
て
い
き
た
い
。

④
現
在
、
市
民
等
が
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
し
た
際
の
費
用

の
補
助
に
つ
い
て
、
警
察
及

び
関
係
各
所
と
協
議
し
て
い

る
。

動画視聴は
こちらから

Ｑ

Ａ警察と連携を強め防犯活動をしていく

秋山議員

闇バイト犯罪による強盗被害に対して
市の対策は？

闇バイト（イメージ）
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一人当たり持ち時間は 45 分でした。

【
議
員
】

ス
ポ
ー
ツ
の
日
に
開
催
し

て
い
る
ち
く
せ
い
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
に
加
え
、
現
役

選
手
や
元
選
手
を
招
い
て
、

合
同
で
の
ス
ポ
ー
ツ
教
室

を
開
催
し
て
は
ど
う
か
。

【
教
育
部
長
】

各
企
業
と
様
々
な
包
括
連

携
協
定
を
結
ん
で
お
り
、

そ
の
う
ち
関
彰
商
事
株
式

会
社
及
び
株
式
会
社
エ
イ

ジ
ェ
ッ
ク
は
、
所
属
の
プ

ロ
ス
ポ
ー
ツ
選
手
等
の
派

遣
や
子
供
た
ち
へ
の
指
導

等
も
可
能
な
協
定
と
な
っ

て
い
る
。
協
力
企
業
、
各

種
団
体
等
と
連
携
し
な
が

ら
検
討
し
て
い
く
。

【
議
員
】

競
技
を
問
わ
ず
、
プ
ロ
ス

ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
の
誘
致
は

成
功
す
れ
ば
必
ず
ま
ち
の

活
性
化
に
つ
な
が
る
と
思

う
が
ど
う
か
。

【
教
育
部
長
】

誘
致
す
れ
ば
、
活
性
化
や

経
済
効
果
が
大
き
く
望
め

る
と
考
え
て
い
る
が
、
大

き
な
投
資
も
必
要
と
な
る
。

部
局
横
断
的
な
協
議
を
検

討
し
て
い
く
。

【
議
員
】

毎
回
訴
え
て
い
る
多
目
的
運

動
施
設
は
、
ス
ポ
ー
ツ
だ
け

で
な
く
、
防
災
の
観
点
、
に

ぎ
わ
い
の
創
出
の
観
点
か
ら

も
、
ぜ
ひ
前
に
進
め
て
い
た

だ
き
た
い
事
業
で
あ
る
。
今

後
の
整
備
予
定
は
ど
う
か
。

【
市
長
】

多
目
的
施
設
は
必
要
だ
と
思

っ
て
い
る
の
で
、
や
る
つ
も

り
で
は
な
く
、
や
る
方
向
で

指
導
し
て
い
き
た
い
。
Ｐ
Ｆ

Ｉ
方
式
を
は
じ
め
、
様
々
な

方
法
が
あ
る
の
で
、
し
っ
か

り
考
え
て
い
く
。

■
他
の
質
問

▼
空
き
家
を
活
用
し
た
移
住

　

定
住
の
促
進

スポーツや防災、にぎわいの創出の観点からも
必要となる、多目的運動施設の整備予定は？

多目的施設は、必要だと思っている

やるつもりではなく、やる方向で指導していきたいＡ

動画視聴は
こちらから

鈴木議員

Ｑ

Ａ

【
議
員
】

本
年
度
は
、
筑
西
市
誕
生

20
周
年
記
念
事
業
の
新
た

な
試
み
と
し
て
、
バ
ン
ダ

イ
ナ
ム
コ
「
ア
イ
ド
ル
マ

ス
タ
ー
」
シ
リ
ー
ズ
と
の

コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
あ

っ
た
。
花
火
大
会
の
み
な

ら
ず
、
12
月
１
日
ま
で
コ

ラ
ボ
期
間
と
な
っ
て
お
り
、

市
内
を
周
遊
し
て
も
ら
う

た
め
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
パ

ネ
ル
の
設
置
、
ス
タ
ン
プ

ラ
リ
ー
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
グ

ッ
ズ
の
販
売
、
そ
し
て
地

元
飲
食
業
の
協
力
店
で
は

オ
リ
ジ
ナ
ル
コ
ラ
ボ
カ
ー

ド
の
配
布
な
ど
様
々
な
仕

掛
け
が
あ
り
、
「
ア
イ
ド

ル
マ
ス
タ
ー
」
コ
ラ
ボ
レ

ー
シ
ョ
ン
期
間
は
大
変
盛

り
上
が
っ
て
い
た
。
多
く

の
反
響
が
あ
っ
た
中
で
、

来
年
度
も
仕
掛
け
ら
れ
な

い
か
。
ま
た
、
来
年
度
の

実
施
に
向
け
て
は
、
当
初

予
算
の
要
求
段
階
か
ら
動

き
出
せ
れ
ば
、
す
ご
い
盛

り
上
が
り
に
な
る
と
考
え

る
が
、
い
か
が
か
。

【
経
済
部
長
】

今
回
バ
ン
ダ
イ
ナ
ム
コ
と

は
、
お
互
い
に
20
周
年
と

い
う
ご
縁
で
で
き
た
つ
な

が
り
な
の
で
、
こ
れ
を
大

切
に
し
た
い
。
し
か
し
な

が
ら
、
花
火
大
会
は
「
ア

イ
ド
ル
マ
ス
タ
ー
」
の
フ

ァ
ン
だ
け
の
も
の
で
は
な

い
こ
と
か
ら
、
大
会
そ
の

も
の
と
の
バ
ラ
ン
ス
、
運

営
の
バ
ラ
ン
ス
等
も
考
え

て
、
来
年
度
以
降
も
よ
り

効
果
的
な
事
業
展
開
が
図

ら
れ
る
よ
う
イ
ベ
ン
ト
内

容
を
精
査
し
、
次
年
度
に

向
け
た
予
算
要
求
を
し
て

い
く
。

■
他
の
質
問

▼
公
衆
ト
イ
レ

▼
公
共
施
設
の
冷
暖
房
設
置

　

状
況

動画視聴は
こちらから

イベント内容を精査していく

新井議員

「アイドルマスター」コラボレーション
来年も仕掛けられないか？Ｑ

Ａ

広報筑西ピープル
10 月１日号の表紙

早急な多目的運動施設の整備を！
（写真はザ・ヒロサワ・シティ体育館）
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【
議
員
】

玉
戸
・
一
本
松
線
の
整
備

の
目
的
、
整
備
効
果
は
。

【
建
設
部
長
】

第
２
次
筑
西
市
総
合
計
画

に
お
い
て
市
街
地
内
環
状

線
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い

る
都
市
計
画
道
路
で
、
自

然
災
害
に
備
え
た
国
土
強

靭
化
に
資
す
る
幹
線
道
路

で
あ
る
。
ま
た
、
立
地
企

業
の
生
産
性
の
向
上
、
交

流
人
口
の
増
加
に
よ
る
地

域
活
性
化
が
期
待
さ
れ
る
。

【
議
員
】

跨
線
橋
の
施
工
に
つ
い
て
、

関
東
鉄
道
株
式
会
社
と
締

結
し
た
協
定
書
の
内
容
は
。

【
建
設
部
長
】

跨
線
橋
工
事
の
う
ち
、
橋

梁
の
上
部
工
、
下
部
工
の

一
部
、
軌
道
計
測
を
関
東

鉄
道
株
式
会
社
が
行
う
。

令
和
７
年
度
に
は
橋
脚
２

基
を
含
め
た
下
部
工
の
工

事
を
行
う
。

【
議
員
】

跨
線
橋
の
橋
脚
２
基
と
い

動画視聴は
こちらから

う
こ
と
は
、
東
西
の
橋
脚

を
同
時
に
施
工
す
る
こ
と

に
よ
り
、
工
期
も
短
縮
で

き
る
と
い
う
こ
と
か
。

【
建
設
部
長
】

新
た
に
工
事
進
入
路
を
増

設
し
、
複
数
の
工
事
が
同

時
に
施
工
で
き
る
よ
う
に

な
り
、
２
基
同
時
に
施
工

す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ

れ
が
跨
線
橋
や
他
工
事
の

工
期
短
縮
に
つ
な
が
っ
た

大
き
な
要
因
で
あ
る
と
考

え
て
い
る
。

【
議
員
】

玉
戸
・
一
本
松
線
に
接
続

す
る
周
辺
道
路
の
整
備
は

ど
う
す
る
の
か
。

【
建
設
部
長
】

供
用
開
始
に
伴
い
交
通
量

の
増
加
が
予
想
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
拡
幅
を
行
う
な

ど
、
利
用
に
際
し
て
支
障

が
な
い
よ
う
に
整
備
し
て

い
く
。

■
他
の
質
問

▼
令
和
７
年
度
の
重
要
施
策

▼
ち
く
せ
い
花
火
大
会

▼
人
口
減
少
問
題　
　

ほ
か

玉戸・一本松線の早期供用開始を！

早急な整備が必要と考え、早期完成に向けて
工事を行う

Ｑ

Ａ

田中議員

早期の工事完了を！
（完成イメージ）

堀江議員

【
議
員
】

Ｄ
Ｘ
の
推
進
が
加
速
度
的

に
進
化
す
る
な
か
で
、
行

政
で
も
Ｄ
Ｘ
化
を
進
め
て

い
る
が
、
人
材
育
成
の
進

捗
状
況
は
。

【
企
画
部
長
】

庁
内
で
行
革
Ｄ
Ｘ
推
進
リ

ー
ダ
ー
を
15
名
、
同
チ
ャ

レ
ン
ジ
ャ
ー
を
24
名
指
名

し
、
研
修
の
実
施
や
デ
ジ

タ
ル
ツ
ー
ル
の
導
入
調
査

に
協
力
を
い
た
だ
い
て
い

る
。
現
在
、
デ
ジ
タ
ル
人

材
育
成
計
画
の
作
成
に
向

け
て
検
討
中
で
あ
る
。

【
議
員
】

Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
等

の
導
入
で
業
務
効
率
化
を

図
っ
て
は
ど
う
か
。

【
企
画
部
長
】

Ａ
Ｉ
チ
ャ
ッ
ト
ボ
ッ
ト
は

検
討
未
着
手
で
あ
る
。
し

か
し
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
、

文
章
作
成
等
の
支
援
、
文

字
や
音
声
の
デ
ー
タ
化
で

業
務
効
率
化
を
図
っ
て
い

る
。
よ
り
よ
い
市
民
サ
ー

ビ
ス
が
提
供
で
き
る
よ
う

今
後
も
努
め
て
い
く
。

【
議
員
】

総
務
省
の
発
表
に
よ
る

と
、
生
成
Ａ
Ｉ
は
全
国
で

４
８
０
自
治
体
が
導
入
し

て
い
る
。
行
政
外
部
評
価

委
員
か
ら
も
拡
充
す
べ
き

と
の
評
価
を
受
け
て
い
る
。

今
後
の
取
組
に
つ
い
て
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

【
企
画
部
長
】

デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
や

確
保
、
Ａ
Ｉ
の
活
用
や
充

実
が
必
要
で
あ
る
。
地
域

特
性
に
応
じ
た
Ｄ
Ｘ
の
推

進
が
必
要
で
あ
り
、
高
齢

者
に
対
す
る
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
購
入
費
補
助
や
デ
ジ

タ
ル
デ
ィ
バ
イ
ド
対
策
な

ど
の
検
討
を
進
め
、
Ｄ
Ｘ

の
推
進
に
総
合
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

■
他
の
質
問

▼
市
政
運
営
の
自
己
評
価
と

　

今
後
の
筑
西
市

▼
道
の
駅
拡
張
整
備
事
業

動画視聴は
こちらから

Ｑ

Ａ人材育成と業務効率化でサービスの充実を目指す

國府田議員

ＡＩとＤＸで未来都市へ！
本市の挑戦状況は？

ＤＸで開く、
市民サービスの新時代
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【
議
員
】

前
回
の
一
般
質
問
で
の
部

活
動
の
地
域
移
行
に
つ
い

て
、
小
学
６
年
生
及
び
中

学
１
年
生
の
生
徒
並
び
に

そ
の
保
護
者
に
対
し
て
行

っ
た
土
日
の
地
域
ク
ラ
ブ

活
動
参
加
意
向
に
つ
い
て

の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
。

【
教
育
部
長
】

小
学
校
６
年
生
の
保
護
者

は
約
81
％
、
児
童
約
52
％
。

中
学
１
年
生
の
保
護
者
は

約
76
％
、
生
徒
は
約
44
％

が
前
向
き
な
回
答
だ
っ
た
。

保
護
者
の
意
向
と
か
な
り

乖
離
が
あ
る
と
い
う
実
態

も
含
め
、
こ
の
差
を
十
分

見
極
め
る
必
要
が
あ
る
。

【
議
員
】

こ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
地

域
移
行
を
ど
う
広
め
て
い

く
か
。

【
教
育
部
長
】

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
結
果

を
受
け
、
12
月
18
日
に
８

団
体
と
そ
の
情
報
等
を
共

有
し
方
向
性
を
協
議
し
て

い
く
。

【
議
員
】

県
新
人
大
会
（
軟
式
野
球

の
部
）
に
お
い
て
優
勝
し

た
チ
ー
ム
が
春
の
全
国
大

会
（
全
日
本
軟
式
野
球
連

盟
主
催
）
に
出
場
す
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
が
、
茨

城
県
中
学
校
体
育
連
盟

（
中
体
連
）
の
基
準
を
満

た
し
た
地
域
ク
ラ
ブ
で
な

い
と
全
国
大
会
に
出
場
で

き
な
い
と
い
う
壁
に
対
し
、

県
中
体
連
に
交
渉
は
行
っ

た
の
か
。

【
教
育
長
】

県
総
合
体
育
大
会
に
つ
い

て
は
地
域
ク
ラ
ブ
の
条
件

は
な
い
が
、
新
人
大
会
に

限
り
議
員
ご
指
摘
の
よ
う

な
制
限
が
あ
る
こ
と
は
疑

問
で
あ
る
と
県
中
体
連
に

訴
え
て
い
る
。
次
年
度
に

向
け
こ
の
制
限
を
な
く
し

て
欲
し
い
と
要
請
を
継
続

し
て
い
く
。

■
他
の
質
問

▼�

ラ
ー
ケ
ー
シ
ョ
ン
制
度

子供たちのためにも中学校体育連盟に全国大会
出場の交渉を！

教育委員会としても粘り強く訴えていくＡ

動画視聴は
こちらから

榎戸議員

Ｑ

Ａ

壁の撤廃に向け
粘り強く交渉を！

動画視聴は
こちらから

商店街や市民団体、市民の皆様と連携を図りながら
更なるにぎわいの創出に向けた検討をしていく

保坂議員

【
議
員
】

に
ぎ
わ
い
の
創
出
は
、
独

自
の
文
化
や
歴
史
、
自
然

環
境
を
い
か
し
た
イ
ベ
ン

ト
や
観
光
資
源
の
開
発
を

行
う
こ
と
で
人
を
呼
び
込

み
、
経
済
を
活
発
化
さ
せ
、

景
気
の
好
循
環
を
ね
ら
う

こ
と
が
で
き
る
と
思
う
が
、

本
市
の
取
組
は
。

【
企
画
部
長
】

下
館
駅
周
辺
に
ぎ
わ
い
づ

く
り
推
進
事
業
と
し
て
、

観
光
や
交
流
ス
ポ
ッ
ト
の

魅
力
向
上
に
向
け
、
ア
ル

テ
リ
オ
や
中
央
図
書
館
東

側
広
場
等
の
利
活
用
を
検

討
し
、
議
員
ご
存
知
の
と

お
り
、
令
和
５
年
度
に
ま

ち
な
か
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ョ

ッ
プ
「
カ
フ
ェ
２
８
＋
」

を
整
備
し
、
幅
広
い
年
齢

層
の
方
に
ご
利
用
い
た
だ

き
、
こ
れ
ま
で
に
な
か
っ

た
に
ぎ
わ
い
が
生
ま
れ
て

い
る
。

【
議
員
】

国
で
は
、
新
し
い
地
方
経

済
・
生
活
環
境
創
生
交
付

金
が
創
設
さ
れ
、
使
途
の

自
由
度
が
高
く
な
っ
て
い

る
が
、
交
付
金
を
活
用
し

た
新
し
い
取
組
や
考
え
は
。

【
企
画
部
長
】

こ
の
交
付
金
は
、
地
域
に

お
け
る
取
組
を
面
的
に
支

援
す
る
も
の
で
あ
る
た
め
、

商
店
街
や
市
民
団
体
、
市

民
の
皆
様
と
連
携
を
図
り

な
が
ら
、
更
な
る
に
ぎ
わ

い
の
創
出
に
向
け
た
取
組

を
検
討
し
て
い
く
。

【
経
済
部
長
】

駅
周
辺
の
史
跡
や
店
舗
等

を
対
象
と
し
た
デ
ジ
タ
ル

コ
ン
テ
ン
ツ
に
よ
る
周
遊

企
画
等
を
次
年
度
事
業
と

し
て
計
画
し
て
い
る
。
こ

の
事
業
の
実
施
に
当
た
っ

て
は
、
交
付
金
の
活
用
を

模
索
し
て
い
る
。

観光客数２００万人へ
新たなにぎわい創出へ期待！Ｑ

Ａ

中央図書館東側で営業する
CAFE28 ＋（カフェニーハチプラス）
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一般質問 一人当たり持ち時間は 45 分でした。
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視察研修報告委員会で先進地視察     研修を行いました！
広報委員会

中核市議会報コンクールで最優秀賞
を受賞した盛岡市での研修風景　　

　盛岡市議会では、議会だよりの特徴として、表紙には写真ではなく、
タイトルロゴを大きく掲載することや、議案に対する会派ごとの意見や
特集記事を掲載するなど、市民にとってさらに手に取りやすい議会だよ
りを目指して、工夫がされていた。そのなかでも、創刊以来約 50年使
用してきたタイトルロゴを刷新するとともに、広報委員自らが特集記事
の作成を行い、市民が読みたいと思うような内容の記事作成に努めてい
た。一方、読者層を若い世代に広げることや紙面のさらなる充実を図る
ことを課題として挙げており、ＳＮＳの活用、アンケートの実施を検討
しているとのことであった。
　美里町議会では、議会だよりに行政用語、議会用語はなるべく使用せ
ず、カタカナ語や難しい語句には注釈を入れ、説明を付けるとともに、
小学校高学年生が読んでも理解できるよう、表現を簡潔にするなどの工
夫がされていた。特に、ページの見出しが的確で目立つうえ、写真を多
用し、掴みのあるレイアウトで、視線誘導がある紙面となっていた。また、
常設企画が充実しており、住民参加を意識した企画展開がされていた。

視察地　①岩手県盛岡市（7月 16日）　②宮城県美
みさと

里町（７月 17日）
テーマ　議会広報紙について

議会だよりの充実のため（美里町）

 福祉文教委員会
視察地　①宮城県登

と め

米市（８月７日）　②宮城県多
たがじょう

賀城市（８月８日）
　　　　 ③下館給食センター（10月 24日）
テーマ　①健康づくり宣言による住民参加型の取組について
　　　　②介護予防サポーターの自主組織である多賀城市多賀モリ会の
　　　　　 活動について
　　　　 ③学校給食の献立作成及び食育の状況について

　登米市では、令和２年に健康づくり宣言を行い、地域や企業、大学と連携
して市民の健康づくりの推進に取り組んでいる。特に「尿ナトカリ比」に着
目した取組においては、大学と連携し、特定健診時に体内のナトリウムとカ
リウムのバランスを測定し、適塩を推進している。
　多賀城市では、市民自らによる介護予防の推進として、介護予防サポーター
養成講座を行っており、修了した方たちでつくる「多賀モリ会」が地域の中
で活動している。団体自身が市内イベント等へ積極的に参加し、運動に限ら
ず、社会性へのアプローチをすることでフレイル予防につなげている。
　下館学校給食センターでは献立作成を文部科学省学校給食摂取基準の栄養
価をもとに行い、成長期の児童生徒に不足しがちな栄養素を意識して取り入
れている。不足しがちな野菜は積極的に取り入れており、その結果カリウム
の摂取量を増やしている。献立の作成においては、食材費の高騰をはじめ困
難なことが多々あるが、学校給食や食に関する指導を通じて、子供たちがずっ
と健康でいられる食習慣が継続できるようにしていきたいとのことであった。

介護予防の推進に向けて
（多賀城市）

献立作成について学ぶ
（下館学校給食センター）

健康づくりの説明を受ける
（登米市）
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視察研修報告 委員会で先進地視察     研修を行いました！

視察地　①新潟県村上市（10月10日）　　②新潟県新
し ば た

発田市（10月11日）
テーマ　①議員定数の見直しについて　 ②議員定数の在り方について

議会運営委員会

　村上市議会では、令和６年４月の市議会議員一般選挙から議員定数
20 人（22 人から２人減）が適用された。定数２人減をするに当たり、
パブリックコメントを実施した結果、定数減に賛成の声が多かったが、
一方で、面積が県内で最も広いことや少子高齢化社会の中で市民に寄り
添ってくれる議員が身近にいることを望む声もあり、反対との意見も
あった。議員定数削減に伴い、議員報酬についても議会運営委員会にお
いて審査したが、検討を行わないとして改正には至っていない。議員定
数については、今後２期は現状のままとの考えである。
　新発田市議会では、令和元年４月の市議会議員一般選挙から議員定数
25人（27人から２人減）が適用された。議員定数については、おおむ
ね２期で見直す流れとなっている。市民の意見の反映については、市民
アンケート実施に向け準備中であり、内容はできるだけ簡易なものとす
るように作成している。さらに、年２回市民向けのＷＥＢ報告会を実施
しており、令和５年度から「定数・報酬」をテーマとして市民と意見交
換をしている。

挨拶をする仁平委員長
（村上市）

議員定数の在り方について
説明を受ける（新発田市）

 総務企画委員会
視察地　①静岡県磐

いわた

田市（11月 12日）　②埼玉県北本市（11月 13日）
テーマ　シティプロモーションの取組について

　磐田市では、簡単に情報発信できる地域情報サイト「いーわいわた」を
市の準公式サイトと位置づけて運営している。このサイトは行政だけでは
なく市民も情報を自由に掲載できることが特徴である。また、市内外の一
般の人を「我こそはインフルエンサー」という情報発信者として任命し、
市の魅力を広く発信してもらうとともに人材育成を図っている。そのほか、
サッカーＪ 1のジュビロ磐田と連携し、在住するジュビロサポーターと
の交流を内容とした移住体験ツアーを実施するなど、スポーツが交流の架
け橋となる取組を行っている。
　北本市では、市内に残る多くの自然を活用して「＆ Green（アンドグリー
ン）」という「豊かな緑に囲まれた、ゆったりとした街の中で、新しい暮
らしを」というコンセプトのもと、市民にまちへの愛着を持ってもらい住
み続けてもらうこと、そして、地域の活動に参加してもらうことでまちの
活力を維持することを目的にシティプロモーションを展開している。この
ターゲットとして、25 歳から 34 歳までの女性に絞り、様々な取組を実
施した結果、令和２年度に人口の社会増に転じ、消滅可能性都市を脱却し
た。今後は 10代や 20 代前半の若者にもアプローチしながら、引き続き
市民の愛着醸成を図り、転出を減らし、市民に住み続けてもらうための取
組を行っていくとのことであった。

市役所内を視察する（北本市）

シティープロモーションの
取組を学ぶ（磐田市）



　

12
月
６
日
に
主
権
者
教
育
の
一
環

と
し
て
、
市
内
の
市
立
中
学
校
、
義

務
教
育
学
校
計
６
校
の
約
60
名
の
生

徒
の
皆
さ
ん
が
本
会
議
の
傍
聴
と
議

場
見
学
を
行
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
緊
張
し
た
面
持
ち
で
、

登
壇
し
た
議
員
と
市
当
局
と
の
質
疑

応
答
の
様
子
を
熱
心
に
耳
を
傾
け
て

い
ま
し
た
。

中
学
生
の
議
会
傍
聴

＜ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ＞
https://www.city.chikusei.lg.jp/page/dir000051.html

議 会 日 誌

●議会の放映は、市役所本庁舎１階「憩の広場」と

　６階「議場前ホール」でご覧になれます。

●ケーブルテレビの放映、インターネット配信もあ

　わせてご覧ください。

●議場内での傍聴を希望される方は、開会 30 分前

　から６階議場前にて受付を行っています。

注）日程は変更となる可能性がございます。正式な日程は

　　決まり次第、ホームページでお知らせいたします。

朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
野
ば
ら
の
会
」
様
の
ご
協
力
に
よ
り

「
声
の
議
会
だ
よ
り
」
と
し
て
、
議
会
だ
よ
り
と
合
わ
せ
て

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
配
信
し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
、
聞
い
て

み
て
く
だ
さ
い
。

11月
14日　令和６年第３回筑西市議会臨時会、第
　　　12回全員協議会
18日～19日
　　　茨城県市議会議長会第１回議員研修会
22日　議会運営委員会
27日～12月13日
　　　筑西市議会　第４回定例会
29日　第13回全員協議会
12月
５日　議会運営委員会
12日　議会運営委員会
13日　広報委員会
１月
10日　議会運営委員会
14日　令和７年第１回筑西市議会臨時会、第
　　　１回全員協議会
20日　広報委員会、議会運営委員会
29日　第２回全員協議会、議会運営委員会
30日　令和７年第２回筑西市議会臨時会、
　　　筑西広域市町村圏事務組合議会議会
　　　運営委員会
２月
３日　第１回茨城県後期高齢者医療広域連合　
　　　議会全員協議会
４日　筑西広域市町村圏事務組合議会　第１
　　　回定例会
５日　全国市議会議長会　第239回理事会・
　　　第119回評議員会合同会議
　　　下妻地方広域事務組合　議会全員協議
　　　会・第１回議会定例会

明野五葉学園、下館、下館南中学校
生徒の皆さん

下館西、関城、協和中学校
生徒の皆さん

　
　

日
頃
よ
り
議
会
だ
よ
り
に
対
し
て
、
市
民

の
皆
様
に
は
貴
重
な
ご
意
見
を
賜
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
今
定
例
会
は
21
名
の
議
員
か
ら
一

般
質
問
が
あ
り
、
本
市
の
課
題
に
つ
い
て
活

発
な
議
論
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
今

号
で
は
、
各
委
員
会
の
視
察
研
修
報
告
を
掲

載
し
て
お
り
ま
す
。
行
政
視
察
は
先
進
自
治

体
か
ら
学
ぶ
点
が
多
く
、
少
し
で
も
本
市
へ

取
り
入
れ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
そ
の
ほ
か
、
定
例
会
最
終
日
に
は

本
市
の
議
会
で
は
初
と
な
る
電
子
採
決
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

私
ど
も
広
報
委
員
会
は
、
議
会
だ
よ
り
が

市
民
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
よ
う
、
議
会
活

動
の
内
容
を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
し
て
ま

い
り
ま
す
。

　

結
び
に
、
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、

幸
多
き
年
に
な
り
ま
す
よ
う
お
祈
り
申
し
上

げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 
(

増
渕　

愼
治
）

後

記

編

集
委

員

長　

鈴　

木　

一　

樹

副
委
員
長　

藤　

澤　

和　

成

委　
　

員　

國
府
田　

和　

弘

〃
　
　

塚　

田　

砂　

与

〃
　
　

日　

髙　

久　

江

〃
　
　

小　

倉　

ひ
と
美

〃
　
　

田　

中　

隆　

徳

〃
　
　

増　

渕　

愼　

治

　

【
広
報
委
員
会
】

日 月 火 水 木 金 土

２/16 17 18 19 20 21 22

開会

議案説明
休会 一般質問 休会

23 24 25 26 27 28 3/1

休会 振替休日 一般質問 一般質問 一般質問 一般質問 休会

2 3 4 5 6 7 8

休会 議案質疑
総務企画

委員会

福祉文教

委員会

経済土木

委員会

予算特別

委員会
休会

9 10 11 12 13 14 15

休会
予算特別

委員会
休会

予算特別

委員会

議会運営

委員会

討論・採決

閉会
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次の定例会（第１回定例会）は

に開会の予定です

令和７年２月１９日


